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中国、メタノール輸入が激増、１－２月は２０倍強に 
2009/07/10 化学工業日報  

 【上海＝白石孝祐】６月下旬、輸入メタノールに対するダンピング調査を開始した中国。 

背景には急増するメタノール輸入がある。２月までの輸入量は前年同期比２０倍超、第１・４半期の累計でも

同１５倍となった。 

５月までの累計輸入量は約２９０万６０００トンで同８・１倍とやや落ち着く傾向にあるものの、いぜん高水

準で推移している。 

一方、金額ベースでは１～５月で前年同期比４倍弱。中国国内メーカーでは石炭由来が主流を占めるなか「石

炭価格は下がっていない」（日系商社）。 

輸入メタノールのスポット価格は１トン当たり２００～２５０ドル（ＣＦＲ中国）で推移しており、国内稼働

率が上がらない一方で価格競争力を持った輸入品がシェアを拡大している。 

 中国では近年、大型メタノール設備の建設が相次いでいる。過半を輸入に依存する原油に対抗、資源の多様化

の観点から潤沢な石炭に着目し、その高度利用を図る流れの一環。同時に、ガソリン添加やディーゼル向けジメ

チルエーテル（ＤＭＥ）の普及が促進されており、同分野では工業標準化作業が進んでいる。 

こうした動きを受け、中国有数の産炭地内モンゴル自治区では久泰集団、新奥集団、神華集団、中煤能源集団

などによる複数の石炭化学計画が進展している。 

 ただ中東をはじめ安価な天然ガスをベースとした大型設備が相次いで立ち上がるなか、石炭由来のメタノール

は価格面での競争で劣勢に立たされている。随伴ガスベースで優位な輸入品に対し、中国国内の石炭価格は堅調

に推移しており、これが輸入品の攻勢を受ける一因。一部でパイプライン計画が動いているものの、内陸部から

消費地である沿岸部への流通もポイントとなる。 

 商務部のダンピング調査は、１０年６月２４日までの１年間。今後、汎用樹脂でも中東製品の中国進出が本格

化する流れにあるなか、原料の違いに起因する内外価格差をどのように判断するかにも注目が集まる。 
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産学官連携功労者を表彰政府 
2009/07/07 交通新聞 

 政府の産学官連携功労者表彰の本年度分の受賞対象件名が決まり、国土交通大臣賞は交通安全環境研究所と自

動車メーカー２社の「次世代低公害車プロジェクト」、高知工科大学と高知県などの「草の根ＩＴＳ」の２件が

受けた。 

 ２００３年度（平成１５年度）に制定された産学官連携功労者表彰は、大学や研究機関、民間企業などが一体

になった産学官連携の研究成果を顕彰対象としている。国交大臣賞は昨年度から創設され、今回が２回目。科学

技術振興などの観点などから選考された。 

 交通研と日産ディーゼル、日野自動車のバス・トラックメーカー両社が組んだ次世代低公害車プロジェクトは、

エンジンと電気モーターで走る非接触給電ハイブリッドバス、クリーン燃料を使うＤＭＥ（ジメチルエーテル）

トラック、さらに水素エンジンに代表される環境対応型の大型自動車を総合開発。ハイブリッドバスやＤＭＥト

ラックがナンバーを取得して、公道での走行試験を成功させるなど順調に上げ、実用化のめどを付けた点が高評

価された。 

 高知工科大と高知県に民間１社が加わった草の根ＩＴＳは次世代の交通システムとして期待を集める高度道路

交通システム（ＩＴＳ）の高知版で、山間地の狭い道路で対向車接近を感知してカーナビゲーションで知らせる

など、交通の安全をバックアップ。高知版ＩＴＳはバスや路面電車など公共交通情報も提供して、マイカーから

のモーダルシフトにも一役買っている。 

 今回の表彰では最高峰の内閣総理大臣賞を東北大学とＮＴＴ未来ねっと研究所、古河電気工業の「光ファイバ

ー増幅器」が受賞。経済産業大臣賞は、鳥取大学のバス経路検索システム「バスネット」が受けた。 

 

エルピーガス振興センター、９月に研究成果発表会 
2009/07/30 石油通信 

エルピーガス振興センターは９月１５日１３～１６時２５分まで千代田区立内幸町ホールで第１９回研究成果

等発表会を開催する。参加費は５千円（税込み）。 

 

（１）バイオマスへの取組＝▽ＬＰガス業界における再生可能エネルギーへの取組（技術開発部総括主任研究

員広端栄氏） 

▽LPガス活用によるＣＯ２削減事例について、施設園芸分野（千葉大学准教授丸尾達氏） 

（２）ＤＭＥの活用に向けて＝▽ＤＭＥ・ＬＰガス混合燃料調査、これまでの調査を振り返って（技術開発部

部長水谷昇氏） 

▽中国の一般家庭におけるＤＭＥの利用状況（調査研究部総括主任研究員岩田稔氏） 

（３）国際エネルギーの動向（調査研究部主任研究員根木正次氏） 

▽イランにおける石油・ガス開発の最近の動向（石油天然ガス・金属鉱物資源機構調査部調査課長猪原渉

氏） 

（４）ＬＰガスの普及啓発＝▽普及啓発事業の取組について（広報室室長安藤善康氏） 

▽消費者から見たＬＰガス業界への提言（全国消費生活相談員協会消費生活専門相談員大内美喜子氏） 

（５）ＬＰガスの流通実態＝▽石油ガス物流合理化の動向などの調査結果（調査研究部総括主任研究員斉藤典

明氏）。 

 

三菱ガス化学、メタノールのチェーン展開推進、サウジ拠点などで 
2009/07/10 化学工業日報 

 三菱ガス化学は、海外でのメタノールチェーン展開を狙う。現在、サウジアラビア、ベネズエラのほか、ブル

ネイにもメタノール生産拠点を有するが、ポリオールやアミンといった誘導品までの事業化を目指す。すでにジ

メチルホルムアミド（ＤＭＦ）およびジメチルアセトアミド（ＤＭＡＣ）を商業生産している中国・南京をモデ

ルケースとして他拠点でも展開する。 

 メタノールは同社の中核事業であり、生産は海外の合弁拠点が担っている。現在、サウジアラビアでは第５期

まで拡張、ベネズエラでは来年から第２期が、またブルネイでも来年から第１期が商業生産を開始する。このほ



DMEVPC DME 情報 

 3

かにも、計画としては中国・重慶や、ジメチルエーテル（ＤＭＥ）をメーンとするパプアニューギニアなどの拠

点構想もある。 

 この間の誘導品展開は、国内を除き一部中国で製造・販売するだけ。伊藤忠商事などと設立した菱天（南京）

精細化工がＤＭＦを年４万トンおよびＤＭＡＣを同１万トンと、これら原料のジメチルアミンを同３・３万トン

生産している。ＤＭＦ、ＤＭＡＣとも中国は最大の市場で、ＤＭＡＣはスパンデックス繊維に加えて、イミド化

して携帯電話やパソコン筐体などにも使われ、ＤＭＦは人工皮革向けなどの需要がある。 

 これをモデルケースとし、アミン以外の樹脂や塗料、可塑剤など幅広い用途を持つポリオールにおいてもチェ

ーン展開に力を注ぐ。国内市場が飽和、需要が海外にシフトしているなか、海外でのチェーン展開は適地生産と

いう意味を持つほか、サウジアラビア、ベネズエラ、ブルネイなどで進める産業振興とも合致する。 

 一方、国内は新潟工場をマザー工場として技術発信拠点と位置付け、さらなる技術のブラッシュアップに努め

る。 
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